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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
団
の
活
躍
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
３
年
連
続
受
賞
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
４
月
の
熊
本
地
震
、
10
月
に
は
鳥
取
県
中
部
地
震
、

東
北
・
北
海
道
へ
の
台
風
上
陸
な
ど
、
甚
大
な
自
然
災
害
も
多
く
あ
り
、
改
め
て
不
測
の
事
態
に
対
す
る
不
断
の
備
え
の
重
要
性

を
感
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
６
回
と
な
り
ま
す
「
み
な
さ
ん
と
語
る
会
」
を
、
要
請
が
あ
っ
た
地
区
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
地
区
の
課
題
を
議
会
と
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
議
会
活
性
化
調
査
検
討
特
別
委
員
会
」
で
は
、
調
査
部
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
集
計
、
公
聴
部
会
で
は
、
二
十
歳

未
満
、
女
性
、
成
年
、
高
齢
者
の
各
年
代
層
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
、
議
員
や
議
会
に
期
待

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
有
意
義
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
が
町
民
の
代
表
機
関
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
や
、
行
政
へ
の
監
視
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
目
線
で
の
議
員
活
動
を
、
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
社
会
環
境
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
町
民
福
祉
の
向
上
と
、
公
正
な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く

議
会
改
革
に
取
り
組
み
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
も
と
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
に
決
意
を
新
た
に
い
た
す
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
康
で
明
る
い
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議 

長
　
後
　
藤
　
惠
一
郎
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改
正
す
る
条
例

◇
飯
豊
町
町
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
の
延
滞
金
の
計

算
期
間
の
見
直
し
、
利
子

所
得
及
び
配
当
所
得
の
特

例
措
置
の
創
設
、
医
療
用

か
ら
転
用
さ
れ
た
市
販
の

医
薬
品
を
医
療
費
控
除
の

対
象
と
す
る
特
例
に
伴
う

規
定
の
整
備
で
す
。

◇
飯
豊
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

町
民
税
で
課
税
さ
れ
る

利
子
所
得
及
び
配
当
所
得

の
額
を
国
民
健
康
保
険
税

の
所
得
割
額
の
算
定
及
び

軽
減
判
定
に
用
い
る
総
所

得
金
額
に
占
め
る
規
定
の

改
正
で
す
。

一
部
事
務
組
合

規
約
の
　

　
　
一
部
変
更

◇
置
賜
広
域
病
院
組
合

規
約
の
一
部
変
更

　

病
院
組
合
が
経
営
す
る

病
院
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
の
財
務
規
定
を
除
く

同
法
の
規
定
を
適
用
す
る

た
め
で
す
。

◇
置
賜
広
域
行
政
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更

　

平
成
28
年
度
に
廃
止
す

る
死
亡
獣
畜
保
冷
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
事
務
を
組
合
の
共
同

処
理
事
務
か
ら
削
除
す
る

た
め
で
す
。

工
事
請
負
契
約

　
の
一
部
変
更

◇
手
ノ
子
地
区
農
業
集

落
排
水
事
業
処
理
施
設

土
木
建
築
工
事

　

設
計
の
一
部
を
変
更
し

て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

契
約
金
額
を
１
３
７
万
円

追
加
し
１
億
２
１
２
５
万

円
、
工
期
を
平
成
29
年
３

月
24
日
と
し
ま
し
た
。

意
見
書
提
出

◇
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
制
度
へ
の
加
入

を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参

加
や
地
方
議
会
に
お
け
る

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
年
金
制

度
確
立
の
法
整
備
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
8
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
１
名
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
合
わ
せ
て
７
件
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
一
部
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
最
終
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
意
見
書
提
出
を
追
加
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

12月
定例会

廃止される死亡獣畜保冷施設

３月完成予定の手ノ子地区農集排処理施設
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◆ 一般会計
【歳入】� （単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
町 税 5億6709 3300 6億0009 個人町民税の増
地 方 交 付 税 28億3498 2818 28億6316 普通地方交付税
国 庫 支 出 金 6億6065 △4955 6億1110 社会資本整備総合交付金減他
県 支 出 金 5億6447 8750 6億5197 農業基盤整備、国土調査他
財 産 収 入 3396 △250 3146 除雪機械売り払い
繰 入 金 6億7946 △332 6億7614 介護保険、公共施設整備基金

諸 収 入 8430 2101 1億0531 平成27年度置賜病院・後期高齢者負担金返還金他
町 債 13億8370 1930 14億0300
補正されなかった款の額 6億0635 0 6億0635

計 74億1496 1億3362 75億4858

【歳出】� （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

議 会 費 7846 △8 7838 共済負担金の減額
総 務 費 8億7339 △148 8億7191 給与、選挙費の減額他

民 生 費 12億8553 3240 13億1793 臨時福祉給付金（経済対策）、障害者自立支援事業他
衛 生 費 3億1268 105 3億1373 国保直診勘定操出金他

農 林 水 産 費 10億4880 1億6827 12億1707 農業用施設事業、農地整備補助金、国土調査事業他
商 工 費 2億5861 3223 2億9084 中小企業振興費補助金、観光施設管理事業他
土 木 費 7億6580 △9005 6億7575 道路維持、道路新設改良、除雪事業の減額他
消 防 費 2億4398 127 2億4525 消防団出動手当、時間外手当他
教 育 費 18億3375 321 18億3696 学校、幼稚園、公民館管理費の精査他
災 害 復 旧 費 8139 △1320 6819 農地等補助・単独災害復旧事業の精査他
補正されなかった款の額 6億3257 0 6億3257

計 74億1496 1億3362 75億4858

◆ 特別会計� （単位：万円）

会計名 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

国民健康保険
事業勘定 9億0188 120 9億0308 精査によるもの
直診勘定 1億5443 △1165 1億4278 外来収入の源、常勤医師給与の減額他

後 期 高 齢 者 医 療 8004 242 8246 保険料の見込額の修正他
介 護 保 険 11億5812 △140 11億5672 介護予防事業の精査による委託料の減額他
訪 問 看 護 1882 14 1896 消耗品費、医薬材料費の追加他

介 護 老 人 保 健 施 設 3億2827 △424 3億2403 介護報酬、賃金・燃料費減額、人件費・委託料の増他
下 水 道 事 業 7億6515 47 7億6562

注）全体事業費は、山原経営体育成基礎整備事業は３億円、手ノ子経営体育成基礎整備事業は１億7500万円

農地整備・施設が大幅に充実
山王原経営体育成基盤整備事業に3000万円、手ノ子経営体育成基盤整備
事業に1750万円、農業用施設維持管理事業に6000万円を追加 注）

平成28年度補正予算
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第
９
回

臨
時
会

　

10
月
12
日
、
第
９
回

臨
時
会
を
開
催
し
、
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　
の
一
部
変
更

◇
平
成
27
年
度　

武
士
名

橋
外
橋
梁
補
修
工
事

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
部

の
補
修
増
の
た
め
、
５
９

１
万
円
を
追
加
し
、
７
２

６
６
万
円
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

第
10
回

臨
時
会

　

11
月
22
日
、
第
10
回

臨
時
会
を
開
催
し
、
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
６
件
、
公
有
財
産
の

取
得
を
審
査
し
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

　
の
一
部
変
更

◇
町
立
第
一
小
学
校
外
構

工
事
（
債
務
負
担
行
為
）

　

ス
ロ
ー
プ
を
ブ
ロ
ッ
ク

敷
き
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
す
る
た
め
、
３
７
０
万

円
を
減
額
し
、
１
億
１
１

９
２
万
円
に
変
更
す
る
も

の
で
す
。

◇
平
成
27
年
度　

武
士
名

橋
外
橋
梁
補
修
工
事

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
部

補
修
が
少
な
か
っ
た
た
め

４
１
４
万
円
を
減
額
し
、

６
８
５
１
万
円
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

◇
平
成
28
年
度　

手
ノ
子

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

管
路
工
事
（
第
１
工
区
）

　

汚
水
管
埋
設
区
間
に
国

道
の
舗
装
改
修
工
事
が
急

遽
発
注
さ
れ
、
本
工
事
と

重
複
し
、
本
年
度
施
工
が

出
来
な
く
な
っ
た
た
め
の

工
期
延
長
と
、
国
道
補
修

改
修
工
事
に
よ
り
埋
設
箇

所
の
増
の
た
め
、
２
４
４

万
円
を
追
加
し
、
８
０
２

０
万
円
に
変
更
す
る
も
の

で
す
。

◇
平
成
28
年
度　

手
ノ
子

地
区
農
業
集
落
排
水
事
業

管
路
工
事
（
第
２
工
区
）

　

工
期
延
長
は
第
１
工
区

と
同
じ
で
す
。
試
掘
の
結

果
、
他
の
埋
設
物
が
あ
っ

た
た
め
、
管
路
位
置
の
変

更
に
よ
り
、
１
８
１
万
円

を
追
加
し
、
６
７
１
５
万

円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
28
年
度　

水
道
事

業　

中
水
源
送
水
管
敷
設

工
事
（
第
１
工
区
）

　

舗
装
の
品
質
管
理
を
保

持
す
る
た
め
の
工
期
延
長

と
、
舗
装
復
旧
面
積
の
増

加
に
よ
り
、
60
万
円
を
追

加
し
、
１
億
３
７
７
６
万

円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
28
年
度　

水
道
事

業　

中
水
源
送
水
管
敷
設

工
事
（
第
２
工
区
）

　

工
期
の
延
長
は
第
１
工

区
と
同
じ
で
す
。
舗
装
仮

復
旧
の
追
加
と
、
舗
装
復

旧
面
積
増
加
に
よ
り
、
５

１
１
万
円
を
追
加
し
、
１

億
４
９
８
３
万
円
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

公
有
財
産
の
取
得

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
2.2
㍍
級

取
得
金
額

　
　

２
６
３
０
万
円

購
入
先

　
　

�

寒
河
江
重
車
両
株
式

会
社　

南
陽
営
業
所

納
入
期
限

　
　

平
成
29
年
３
月
10
日

ロータリ除雪車



平成29年１月26日　議会だより（6）

飯
豊
研
究
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
よ
る
経
済
効
果
と
、

教
育
効
果
、
文
化
的
な
効

果
な
ど
の
取
組
み
を
本
格

化
さ
せ
て
、
実
行
性
に
期

待
が
か
か
る
も
の
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

質
問　

町
長
の
公
約
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
主
な
取
り

組
み
は
。

具
体
的
政
策
を
検
討

町
長　

一
つ
目
の
介
護
士

の
確
保
と
待
遇
改
善
に
つ

い
て
は
、
予
算
編
成
で
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。
二

つ
目
の
結
婚
支
援
や
少
子

化
対
策
は
、
特
別
対
策
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
対
策

室
を
総
務
課
内
に
置
き
、

必
要
に
応
じ
専
門
員
を
配

置
し
ま
す
。
三
つ
目
の
住

宅
地
構
想
は
、
椿
地
区
、

添
川
地
区
な
ど
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
四
つ
目
の
町

○
８
年
間
の
実
績
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は

○
町
長
選
挙
に
お
け
る
町
民
の
声
に
つ
い
て

○
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

○
女
性
模
擬
議
会
の
開
催
は

○
学
校
教
育
の
充
実
を
は
か
る
課
題
は

質
問　

町
長
就
任
８
年
を

経
て
、
そ
の
政
策
の
実
績

と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
。

住
民
参
加
と

住
民
主
役
の�
�

町
づ
く
り
で

町
長　

こ
の
２
期
８
年
を

振
り
返
っ
て
、
町
独
自
の

特
色
と
住
民
主
役
の
町
づ

く
り
を
実
践
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
特
任
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
編
成
し
、
解
決
策
を
講

じ
ま
す
。

質
問　

こ
の
度
の
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
町
民
に
何

を
支
持
さ
れ
、
何
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
か
。

町
民
生
活
密
着
の

�

行
政
運
営
を
実
践

町
長　

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ

文
化
拠
点
施
設
構
想
は
、

増
改
築
か
新
設
か
、
既
施

設
を
活
用
す
る
か
検
討
中

で
す
。

質
問　

女
性
模
擬
議
会
の

開
催
は
。

年
度
内
の
開
催
を
準
備

町
長　

年
度
内
の
開
催
に

準
備
を
進
め
ま
す
。

質
問　

学
校
週
５
日
制
に

よ
る
学
力
低
下
は
な
い
か
、

本
年
度
実
施
さ
れ
た
全
国

学
力
テ
ス
ト
の
状
況
は
。

授
業
の
改
善
、
充
実
に

新
た
な
取
り
組
み
で

教
育
長　

学
校
週
５
日
制

に
よ
る
学
力
低
下
に
つ
い

て
は
、
学
校
支
援
員
を
活

用
し
た
教
育
支
援
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。
全
国
学

力
テ
ス
ト
の
状
況
は
十
分

で
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

町政運営方針の�
� 方向について

鈴 

木 

敏 

夫 

議
員

一般質問
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農
業
農
村
整
備
事
業
予
算
の
動
向
と

�

山
形
県
の
土
地
改
良
に
つ
い
て

　

１
月
13
日
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」
を
会

場
に
、
議
会
自
主
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
山
形
県
農
林

水
産
部
農
村
計
画
課
長
松

本
勉
氏
を
お
招
き
し
、「
農

業
農
村
整
備
事
業
予
算
の

概
要
と
山
形
県
の
土
地
改

良
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
関
係
団
体

の
方
に
多
数
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
平
成
28
年
度
第
２

次
補
正
予
算
が
前
年
度
よ

り
、
1.8
〜
２
倍
増
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
米
の
生

産
コ
ス
ト
を
大
幅
削
減
す

る
た
め
に
農
地
の
大
区
画

化
と
汎
用
化
に
取
り
組
む

事
業
へ
の
支
援
で
す
。
又

収
益
の
高
い
農
産
物
の
生

産
や
販
売

へ
の
転
換

を
促
す
た

め
に
、
水

田
の
畑
地

化
や
汎
用
化

等
の
基
盤
整

備
と
生
産
・

販
売
の
施

設
整
備
支

援
で
あ
り
、
中
山
間
地

域
所
得
向
上
支
援
対
策
の

中
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
農
林
水

産
業
の
輸
出
の
強
化
や
、

高
収
益
型
畜
産
体
制
（
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
）
の

取
り
組
み
を
加
速
化
さ
せ

る
こ
と
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
に
お
け
る
土
地
改
良
事

業
に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し

た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
第
２

次
補
正
で
、
多
額
の
予
算

を
い
た
だ
き
、
早
期
完
成

の
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

１
時
間
30
分
の
講
演
を
い

た
だ
き
、
感
謝
の
大
き
な

拍
手
で
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

新春  議会自主研修会
� 議員研修

次回は３月定例会です。
� 傍聴においでください。

自主
研修

講師の松本勉氏

研修会の様子
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各
課
か
ら
の
報
告

総
務
企
画
課

◆
県
知
事
選
挙

　

�

29
年
１
月
５
日
告
示
、

１
月
22
日
投
票
日
の
予

定
で
す
。

◆�
出
初
式
が
１
月
８
日
10

時
よ
り
、
あ
〜
す
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

教
育
総
務
課

◆�

ダ
ム
道
路
の
通
行
止
め

に
よ
り
ひ
ま
わ
り
館
を

再
開
し
、
２
歳
児
１
名
、

３
歳
児
３
名
の
保
育
を

３
日
間
行
い
ま
し
た
。

有
資
格
者
１
名
、
助
手

１
名
の
２
名
体
制
で
対

応
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
課
・
町
民
総
合

セ
ン
タ
ー

◆�

手
ノ
子
ス
キ
ー
場
安
全

祈
願
祭
を
12
月
23
日
に

行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁

長
沼
委
員　
町
の
総
合
戦

略
に
「
体
力
」「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
」
が
な
ぜ
盛
り
込

ま
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
す
わ
ん
パ
ー
ク
を
今
後

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
確
か
に「
体
力
」

の
面
は
薄
か
っ
た
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供

し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

町
長　
す
わ
ん
パ
ー
ク
整

備
強
化
に
つ
い
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
公
認

コ
ー
ス
は
３
コ
ー
ス
必
要

で
、
盛
土
の
要
望
が
あ
り

ま
す
。

菅
野
委
員　
学
校
支
援
員

の
町
の
考
え
は
。

教
育
長　
国
・
県
が
配
置

す
べ
き
も
の
で
す
が
、
現

在
町
費
で
７
名
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
国
・

県
に
要
望
も
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
委
員　
白
川
ダ
ム
マ

ラ
ソ
ン
に
全
国
か
ら
集
客

す
る
た
め
の
対
策
は
。

　
職
員
の
国
と
の
人
事
交

流
を
進
め
て
は
。

社
会
教
育
課
長　
実
行
委

員
会
で
検
討
し
、
全
国
に

周
知
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

町
長　
新
た
な
人
脈
も
大

切
な
の
で
、
短
期
交
流
も

含
め
て
、
随
時
検
討
を
行

い
ま
す
。

後
藤
委
員　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
通
信
）
を
利
用
し
た

ス
カ
イ
プ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
電

話
）
の
取
り
組
み

を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。又
Ｐ
Ｃ（
パ

ソ
コ
ン
）
の
設
置

率
は
。

教
育
長　
Ａ
Ｌ
Ｔ

１
名
で
幼
・
小
・

中
の
授
業
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
ス

カ
イ
プ
は
長
井
市

で
実
施
し
て
い
る

の
で
参
考
に
し
ま

す
。

学
校
教
育
振
興
室
長　

第
一
小
に
は
30
台
の
Ｐ
Ｃ

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
15
台
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
他
の
小

学
校
も
人
数
に
合
わ
せ
、

同
様
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

井
上
委
員　
今
回
の
職
員

の
事
件
に
関
し
て
危
機
管

理
の
意
識
が
低
い
の
で
は
。

教
育
長　
綱
紀
粛
正
に
よ

り
、再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

遠
藤
委
員　
電
子
決
済
シ

ス
テ
ム
の
導
入
は
。

　
町
の
貴
重
な
歴
史
文
化

財
を
数
カ
所
に
分
散
保
存

し
て
い
る
が
、
松
原
宿
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
課
長　
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
較

検
討
し
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
長　
施
設
を
整
理
し
、

本
来
あ
る
べ
き
姿
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

❖総務文教常任委員会❖

学校支援員を７名配置

明治11年 イザベラバードが通った松原宿

整備が待たれるすわんパーク



（9）議会だより　平成29年１月26日

各
課
か
ら
の
報
告

農
林
振
興
課

◆�

現
在
、
町
内
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
伝
染
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆�

日
本
農
業
遺
産
の
第
一

次
審
査
が
、
町
特
有
の

伝
統
農
法
が
な
い
と
の

理
由
に
よ
り
通
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆�

経
営
所
得
安
定
対
策
各

交
付
金
の
支
払
い
が
例

年
よ
り
、
確
認
作
業
が

遅
れ
、
12
月
の
支
払
い

と
な
り
ま
し
た
。
深
く

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◆�

平
成
28
年
産
米
の
水
稲

状
況
は
、
や
や
良
と
な

り
生
産
目
標
は
達
成
し

ま
し
た
。

商
工
観
光
課

◆�

第
三
セ
ク
タ
ー
（
白
川

荘
と
し
ら
さ
ぎ
荘
）
の

合
併
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

産
業
活
性
化
担
当
課

◆�

地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
と
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
を
財
源
と
し
て
、

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊

研
究
セ
ン
タ
ー
拠
点
整

備
・
研
究
棟
の
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課

◆�

認
知
症
カ
フ
ェ
を
ケ
ア

ハ
ウ
ス
め
ざ
み
に
設
置

し
ま
し
た
。

◆�
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
疾
病
予
防
に
取
り
組

み
、
健
康
増
進
、
健
康

寿
命
を
伸
ば
し
、
医
療

費
の
抑
制
と
適
正
化
を

図
る
た
め
の
保
健
事
業

実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

質
問
と
答
弁

嶋
貫
委
員　
企
業
14
社
を

訪
問
し
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
そ
の
会
社
の
状
況
、

相
談
内
容
は
。
三
セ
ク
の

合
併
で
７
年
目
に
黒
字
予

定
と
あ
る
が
、
大
丈
夫
か
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長　

高
い
技
術
を
持
つ
企
業
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
人
材

確
保
が
課
題
と
の
こ
と
で

す
。

商
工
観
光
課
長　
現
在
の

財
務
状
況
を
把
握
し
、
計

画
し
た
も
の
で
す
。

井
上
委
員　
国
調
の
境
界

明
確
化
事
業
の
進
行
状
況

と
又
、
町
全
体
の
面
積
は
。

農
林
振
興
課
長　
国
調
終

了
後
に
明
確
化
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
町
全
面
積

の
約
84
％
が
森
林
で
そ
の

内
８
割
強
が
民
有
林
で
す
。

菅
野
委
員　
飯
豊
米
、
ア

ス
パ
ラ
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
上
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
食
の
安
全
）
の
認
証
を
広

げ
る
対
策
は
。

町
長　
町
内
で
希
望
が
あ

れ
ば
支
援
し
て
行
き
ま
す
。

古
山
委
員　

第
三
セ
ク

タ
ー
は
ど
ん
な
形
式
の
合

併
な
の
か
又
条
件
と
税
対

策
は
。

商
工
観
光
課
長　
方
法
は

新
設
合
併
、
吸
収
合
併
、

対
等
合
併
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
税
の
優
遇
措
置
が
得

ら
れ
る
よ
う
会
社
法
に
よ

り
合
併
を
行
い
ま
す
。

長
沼
委
員
長　
山
大
ｘ
Ｅ

Ｖ
計
画
で
地
方
債
３
割
の

利
息
が
町
負
担
と
な
る
の

で
は
。
三
セ
ク
合
併
計
画

で
担
当
税
理
士
は
、
か
か

わ
っ
て
な
い
の
か
。

産
業
活
性
化
担
当
課
長　

利
息
分
は
町
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

商
工
観
光
課
長　
担
当
税

理
士
に
取
締
役
員
会
に
出

席
い
た
だ
い
て
ま
す
。

❖産業厚生常任委員会❖

第三セクターの方向性

心配される鳥インフルエンザ！
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置
賜
広
域
病
院
組
合

　

10
月
28
日
定
例
会
を
開

催
し
、
平
成
27
年
度
病
院

事
業
会
計
決
算
と
、
28
年

度
補
正
予
算
等
を
審
査
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

医
業
収
益
全
体
で
は
、

患
者
数
の
増
加
及
び
、
診

療
単
価
の
上
昇
に
よ
り
、

1.4
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
業
費
用
は
、
原
油
価

格
の
下
落
等
で
抑
制
さ
れ

ま
し
た
が
、
材
料
費
と
給

与
費
の
上
昇
で
全
体
で
は

1.4
％
の
伸
び
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
、
医
業
収
支

比
率
は
前
年
同
様
の
86
・

７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

29
年
度
よ
り
、
運
営
形

態
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、

組
合
規
約
の
一
部
変
更
の

手
続
き
が
、
構
成
団
体
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

置
賜
広
域
行
政
組
合

　

平
成
28
年
11
月
14
日
定

例
会
を
開
催
し
、
27
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定
、
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

組
合
有
財
産
の
取
得
他
６

議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
38
億
９
３
４
７
万
円
歳

出
38
億
４
５
１
万
円
翌
年

度
繰
越
額
８
８
９
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

１
６
７
４
万
円
減
額
の
28

億
７
７
２
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

組
合
有
財
産
の
取
得
は
、

不
燃
ご
み
運
搬
自
動
車
、

焼
却
灰
運
搬
自
動
車
の
取

得
で
す
。

西
置
賜
行
政
組
合

　

平
成
28
年
度
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
21
億
１
８
２

２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
前
年
比
51
・
０
％
増

と
な
り
28
年
度
の
主
な
事

業
は
消
防
署
飯
豊
分
署
庁

舎
新
築
・
建
設
事
業
費
２

億
９
４
４
５
万
円
、
白
鷹

分
署
庁
舎
新
築
・
建
設
事

業
費
３
億
１
１
０
４
万
円
、

白
鷹
分
署
に
高
規
格
救
急

自
動
車
購
入
費
用
３
０
５

６
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

尚
、
本
町
の
分
担
金
は

１
億
８
１
８
４
万
円
で
す
。

飯
豊
分
署
庁
舎
の
請
負
業

者
は
樋
口
建
設
㈱
で
工
期

29
年
２
月
28
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
議
会
定
例
会

傍
聴
者
数
は
、
３
月
19
人

６
月
10
人
９
月
24
人
12
月

に
６
人
と
た
く
さ
ん
の

方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
傍
聴
に
来
て
も
ら

え
る
議
会
に
す
る
こ
と
も

議
会
の
活
性
化
の
ひ
と
つ

で
す
。
は
じ
め
て
傍
聴
さ

れ
た
方
か
ら
「
緊
張
し
た
」

「
意
外
と
議
場
が
狭
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
町
民
の
み
な
さ

ん
に
読
み
や
す
い
紙
面
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
鈴
木
記
）

編

集

後

記

発
行
責
任
者　
　

　

�

議
長　

後
藤
惠
一
郎

委
員
長�

嶋
貫　

栄
助

副
委
員
長�

髙
橋　

亨
一

委
　
　
員�

後
藤
惠
一
郎

�

鈴
木　

敏
夫

�

古
山　

繁
巳

�

遠
藤　
　

忠

消防飯豊分署

より良い地域づくりのために
一部事務組合議会報告


